
力
負
担
を
軽
減
す
る
業
務
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
る
た
め
会
員
互
助
会
の
活
動
支

援
も
行
っ
て
参
り
ま
す
。会
員
の
さ

ら
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
定
時
総
会
を
も
ち

ま
し
て
理
事
長
を
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。在
任

中
は
、会
員
お
よ
び
役
職
員
の
皆

様
な
ら
び
に
、三
市
町
村
ご
担
当

者
の
皆
様
方
か
ら
多
大
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
令
和
元
年
に
入
会
し
、翌

年
令
和
２
年
度
定
時
総
会
か
ら
副

理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
直
後
の
６
月

に
当
時
の
小
林
理
事
長
が
急
逝
さ

れ
、急
遽
、理
事
長
に
就
任
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
で
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況

も
重
な
り
不
安
だ
ら
け
の
困
難
の

大
き
い
中
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

就
任
後
ま
ず
、事
務
局
体
制
の

確
立
に
重
点
を
置
き
、理
事
の
皆

様
や
他
の
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
と
連

携
を
強
化
し
、情
報
を
共
有
し
て

課
題
解
決
に
向
け
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。皆
様
の
お
力
添
え
の

お
か
げ
も
有
り一応
の
成
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
世
の
中
の
動
き
も
予
測
不
可
能

な
状
況
が
続
き
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々

厳
し
さ
を
増
し
、難
し
い
時
代
と
な

って
い
ま
す
。

　
今
後
も
牛
山
新
理
事
長
を
中
心

に
セ
ン
タ
ー
が一
丸
と
な
っ
て
連
携

を
強
化
し
、知
恵
を
出
し
合
って
運

営
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
、会
員
の
皆
様
に
は
、地

域
社
会
の
活
性
化
を
支
え
る
担
い

手
と
し
て
健
康
に
留
意
さ
れ
、今
後

も
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
理
事
長　
牛
山　
重
幸

新
理
事
長
挨
拶

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
理
事
長　
宮
坂　
壽
一

　

皆
様
方
に
は
、日
頃
か
ら
茅
野

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
動
に
ご
理
解
、ご
支
援
を
い
た

だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
の
度
、令
和
８
年
度
の
定
時

総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
理
事

長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。な
に
ぶ
ん
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、会
員
の
皆
様
方
の
ご

支
援
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、そ
の
職
責
を
果
た
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
に
就
業
機
会
の
確
保
や
提

供
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、生
き
が

い
の
充
実
や
社
会
参
加
の
促
進
、

健
康
維
持
な
ど
を
図
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、労
働
者
の
雇
用
が

70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
が
努
力
義

務
と
な
っ
た
影
響
な
ど
も
あ
り
、直

近
の
デ
ー
タ
で
は
会
員
数
は
微
増

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
長
期
的
に
は

減
少
傾
向
で
あ
り
、ま
た
、会
員
の

平
均
年
齢
は
約
７６
歳
と
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、地
域

貢
献
に
寄
与
で
き
、か
つ
会
員
の
体

前理事長 新理事長

バトンが
送られました
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令
和
８
年
度
定
時
総
会
後

理
事
会
に
お
い
て
、副
理
事
長

に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、ア
メ
リ

カ・イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
と
の

戦
争
の
影
響
に
よ
る
原
油
輸
入

不
安
や
石
油
関
連
製
品
の
不

足
な
ど
で
、食
料
品
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
物
品
の
高
騰
に

よ
り
会
員
の
皆
様
も
影
響
を

受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。当

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
と
し
て
企
業
の
退
職
年

齢
の
引
き
上
げ
に
よ
り
入
会
者

の
平
均
年
齢
は
71
歳
の
現
状
で

あ
り
、高
齢
化
が
進
み
厳
し
い

状
況
下
で
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
、会
員
の

皆
様
が一日
で
も
長
く
健
康
で

活
躍
で
き
ま
す
こ
と
を
願
い
、

健
康
維
持
事
業
の
充
実
と
関

係
各
所
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
増
や
す
こ
と
で
、

会
員
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
健

康
で
活
躍
が
で
き
る
こ
と
と
考

え
て
お
り
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
に
理

事
の
皆
さ
ん
、関
係
者
の
皆
さ

副
理
事
長

就
任
に
あ
た
り

副
理
事
長　
森
山　
好
一

ん
の
ご
理
解
、ご
支
援
を
申
し

上
げ
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

5
月
29
日（
金
）原
村
清
水

秀
敏
副
村
長
様
は
じ
め
富
士

見
町・原
村
の
議
会
議
長
様
及

び
茅
野
市・富
士
見
町
の
担
当

課
長
様
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、

令
和
８
年
度
定
時
総
会
を
茅

野
市
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

宮
坂
壽一理
事
長
の
挨
拶
を

紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
も
、世
界
の

動
き
が
予
測
不
可
能
な
状
況

が
続
い
て
お
り
、ア
メ
リ
カ
と
イ

ラ
ン
の
対
立
の
激
化
に
よ
り
、

原
油
価
格
が
高
騰
し
、ガ
ソ
リ

ン・電
気
代
を
含
め
た
生
活
必

需
品
の
値
上
が
り
な
ど
の
物
価

高
騰
や
、気
候
変
動
に
よ
る
季

節
外
れ
の
暑
さ・熊
の
出
没・地

震
な
ど
自
然
災
害
が
増
加
し
、

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
も
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

年
々
厳
し
さ
を
増
す
難
し
い
時

代
で
あ
る
が
、我
々
と
し
て
は

基
本
理
念
に
立
ち
返
り
、地
道

に
進
ん
で
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
。高
齢
者
の
基
本
ス
タ
ン
ス

で
あ
る「
焦
ら
ず
、油
断
せ
ず
、

令
和
８
年
度

定
時
総
会
総
括

事
務
局
長　
國
枝　
俊
二

無
理
を
せ
ず
」を
肝
に
銘
じ
、

仕
事
や
私
生
活
に
対
す
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
ま
す
。

令
和
7
年
度
の
経
営
状
況
は
、

•
請
負
の
契
約
額
は
約
２
億

２
千
７
百
万
円
で
前
年
度
比

1・6
％
の
マ
イ
ナ
ス
。派
遣
の

契
約
額
は
約
６
千
６
百
万
円

で
前
年
度
比
11
・2
%
の
プ
ラ

ス
で
あ
り
ま
し
た
。

•
会
員
数
は
、３
月
末
現
在
５

４
３
人
。前
年
度
比
で
５
人
増

加
し
ま
し
た
。

•
収
支
に
つ
き
ま
し
て
は
、イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
か
ら
約
５

５
０
万
円
の
消
費
税
負
担
が
収

益
を
圧
迫
し
た
こ
と
も
あ
り
、

収
支
決
算
で
は
約
６
０
０
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

•
令
和
７
年
４
月
か
ら
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
法
の
施
行
に
伴
い
、契

約
方
法
の
見
直
し
を
行
い
消

費
税
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

し
た
が
、大
口
の
契
約
が
更
新

で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
た
た

め
、厳
し
い
運
営
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

•
公
益
法
人
が
保
有
す
る
資

産
か
ら
支
払
義
務
の
あ
る
負

債
を
差
し
引
い
た「
手
元
に
残

る
資
産
の
価
値
」を
表
す「
正

味
資
産
」は
、コ
ロ
ナ
化
前
の

令
和
２
年
度
の
水
準 

約
３
千

５
百
万
円
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
会
員
の
み

な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。今
後
は
、就
業
だ
け
で
な

く
、社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が

い
の
充
実
や
、地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、会
員
間
の
交
流
を
高

め
、会
員
み
な
さ
ん
の
健
康
維

持
に
努
め
て
い
き
た
い
。６
つ
あ

る「
同
好
会
」の
メ
ン
バ
ー
を
増

や
し
、新
し
い「
同
好
会
」を
作

る
な
ど
の
活
動
の
活
発
化
を
図

り
、ま
た
、女
性
会
員
の
拡
大

を
視
野
に
入
れ
た「
女
性
部
会

（
仮
称
）」の
設
立
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
交
流

の
活
性
化
に
よ
り
、シ
ル
バ
ー
の

会
員
で
い
る
こ
と
が
楽
し
い
、

幸
せ
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
セ

ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、長
年
シ
ル
バ
ー
の
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
５９
名

の「
会
員
表
彰
」を
行
い
、来
賓

を
代
表
し
て
、渡
辺
葉 

富
士
見

町
長
の
代
理
で
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
、富
士
見
町
保
健
福
祉

課 

植
松
課
長
様
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
議
案
を
含
め
上
程
し
た

各
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、原

案
通
り
承
認
、決
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
、

　
2
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

外
部
監
事（
牛
山
会
計
事
務
所
）

 

牛
山　
浩
一

外
部
理
事（
茅
野
市
役
所
）

 

立
石　
武
彦

監　
事 

佐
藤　

 

斉

 

（
茅
野
市
中
大
塩
）

理　
事 

五
味　
芳
信

 

（
富
士
見
町
境
）

理　
事 

遊
佐　
年
雄

 

（
原
村
）

理　
事 

小
林　
治
樹

 

（
富
士
見
町
落
合
）

理
事
長 

牛
山　
重
幸

 

（
茅
野
市
米
沢
）

専
務
理
事 

國
枝　
俊
二

 

（
茅
野
市
宮
川
）

副
理
事
長 

森
山　
好
一

 

（
富
士
見
町
落
合
）

理　
事 

波
間　
登

（
会
員
互
助
会
）（
茅
野
市
玉
川
）

理　
事 

古
畑　
慶
子

（
会
員
互
助
会
）（
茅
野
市
仲
町
）

理　
事 

岩
井　
一
彦

 

（
茅
野
市
仲
町
）

理　
事 

田
中
さ
よ
子

 

（
茅
野
市
中
大
塩
）

理　
事 

小
林　
朝
治

 

（
原
村
）

新
理
事
・
監
事
さ
ん
紹
介

会報シルバー茅野広域  第76号　2



■
総
務
委
員
会

委
員
会
報
告

　

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、「
デ
ジ
タ
ル

化
と
生
涯
現
役
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

以
下
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。事

業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、理
事
会

を
始
め
関
係
部
署
と
連
携
を
密
に

し
て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

⑴
組
織
市
町
村
長
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
、地
域
と
の
連
携
、信
頼

関
係
の
向
上
に
努
め
、事
業
へ
の

理
解
と
補
助
金
の
確
保
と
共
に

就
業
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵
地
域
班
長
を
中
心
と
し
た
地
域

に
根
差
し
た
会
員
活
動
の
活
性

化
を
目
指
し
ま
す
。

⑶
就
業
先
の
Ｃ
Ｓ（
顧
客
満
足
）に

努
め
ま
す
。 

⑷
生
涯
現
役
に
向
け「
会
員
の
健

康
づ
く
り
と
安
全
」に
係
る
事

委
員
長 

茅
野 

牛
山　
重
幸

副
委
員
長 
茅
野 

國
枝　
俊
二

委
員 

茅
野 

野
本
恵
美
子

委
員 

茅
野 

宮
坂　
壽
一

委
員 

茅
野 

廣
田　
清
治

委
員 

富
士
見 
名
取　
典
子

委
員 

外
部
理
事
（
茅
野
市
役
所
） 

 

 

立
石　
武
彦

委
員
長 

原 

小
林　
朝
治

副
委
員
長 
富
士
見 
五
味　
芳
信

委
員 

茅
野 

栁
平　
恵
子

委
員 

茅
野 

島
立　
忠
司

委
員 

茅
野 

吉
澤　
　
敏

委
員 

富
士
見 
小
林　
俊
一

　

新
規
就
業
会
員
の
拡
大
お
よ
び

新
た
な
就
業
機
会
の
創
出
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、会
員
が
安
全
・
安

心
で
か
つ
意
欲
的
に
活
動
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、活
気
あ

る
セ
ン
タ
ー
運
営
と
地
域
社
会
へ
の

貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
新
規
就
業
会
員
の
拡
大
お
よ
び

退
会
会
員
の
抑
制

⑵
新
規
就
業
機
会
の
創
出
と
拡
大

⑶
安
心
し
て
意
欲
的
に
活
動
で
き

る
環
境
整
備

■
就
業
委
員
会　

業
を
行
い
ま
す
。

⑸
デ
ジ
タ
ル
化
の
対
応
を
促
進
し

ま
す
。

⑹
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
推
進
し
ま
す
。

⑺
会
員
主
体
の
行
事
を
応
援
し
ま

す
。

（敬称略順不同）令和８年度  受賞者名簿 「表彰規程」並びに「表彰規程内規」に基づき、次の会員を表彰します。

　
定
時
総
会
で
の
表
彰
の
ご
案
内
を
い

た
だ
い
て
、
気
が
つ
け
ば
シ
ル
バ
ー
会

員
に
な
っ
て
、
も
う
31
年
経
っ
て
い

た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
定
時
総

会
で
の
表
彰
に
大
変
あ
り
が
た
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
入
笠
山
で
山
荘
を
営
ん
で

い
る
関
係
で
、
隣
接
す
る
町
の
施
設

の
清
掃
と
管
理
業
務
を
年
間
を
通
じ

て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
登
山
客
と

の
出
会
い
は
有
り
ま
す
が
、
下
界
へ

降
り
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
セ
ン

タ
ー
へ
の
活
動
も
あ
ま
り
で
き
な
く

申
し
訳
も
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
管
理
に
は
気
を
付
け

て
、
微
力
な
が
ら
地
域
貢
献
の
た
め

に
も
セ
ン
タ
ー
の
お
仕
事
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

受
賞
者  

伊
藤　
高
明
（
富
士
見
）

受賞者の皆様、おめでとうございました。◆ 永年在籍表彰（10年）
 【茅野地域 19名】
　平澤　立男 宮下　高彦
　仲田　正昭 宮坂　　寛
　齊藤　雅光 久保　高善
　小林　　猛 佐藤　光司
　高桑　一男 守屋　一次
　岡田　　亮 本間由美子
　清水　武夫 有岡　隆男
　村松　邦彦 小池　綾子
　上原　康聖 野本恵美子
　藤森　建雄

◆ 永年在籍表彰（15年）
 【茅野地域 12名】
　井戸としゑ　　岩波　久吉　　波間　　登　　柳澤　克俊　　伊藤　豊秋　　守屋　萬次　　伊東　正喜
　長田　勝男　　守屋　敏司　　野村　房子　　坂本　博司　　多田　岩雄
【富士見地域 1名】　高橋　孝子　　【原地域 3名】　小林　孝司　　小林　朝治　　門口　静子

◆ 永年在籍表彰（20年以上）
【茅野地域 7名】
　河西　市子　　小川　一衛　　五味　市男
　五味　一喜　　松木　幸雄　　高野　一彦
　長田　宗夫
【富士見地域 7名】
　伊藤　高明　　齊木　義唯　　五味　清平
　河西元太郎　　平出　直文　　五味　和広
　遠藤　祐弘
【原地域 1名】　五味　勝美　　

◆ 安全適正標語入選者表彰
【最優秀賞】五味　和広 
【優秀賞】小林　治樹
【佳作】五味　芳信 
【安全委員会賞】両角　直一 

【富士見地域 4名】有賀　直人　　五味　善元　　有賀　孝藏　　中山　幸彦　　【原地域　1名】長林　ヨヲ子
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令
和
８
年
度
も
『
事
故
ゼ
ロ
』
を
目
指

し
ま
す
。

① 

見
直
し
し
た
安
全
就
業
基
準
の
周
知
徹
底

を
図
り
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
事
故
防

止
に
つ
な
げ
ま
す
。

② 

安
全
委
員
会
を
適
時
に
開
催
し
、
会
員
の

安
全
意
識
高
揚
と
事
故
防
止
策
等
を
検

討
し
周
知
す
る
と
と
も
に
「
安
全
確
認
シ

ー
ト
・
リ
ス
ク
確
認
シ
ー
ト
」
な
ど
を
活

用
し
て
事
故
削
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

③ 

７
月
か
ら
１０
月
を
「
安
全
就
業
強
化
月

間
」
と
定
め
、
就
業
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル

と
会
員
か
ら
安
全
標
語
の
募
集
を
行
い
、

安
全
対
策
等
の
周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

④ 

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
事
故
の
検
証
と

原
因
の
究
明
を
行
い
、
再
発
防
止
策
を

検
討
し
会
報
等
を
通
じ
て
会
員
に
知
ら
せ

ま
す
。

⑤ 

草
刈
り
中
の
飛
び
石
事
故
対
策
と
し
て
、

石
飛
軽
減
草
刈
り
刃
の
販
売
・
飛
散
防

止
ネ
ッ
ト
及
び
石
が
飛
ば
な
い
安
全
回
転

バ
リ
カ
ン
の
使
用
推
進
と
、
会
員
を
対
象

と
し
た
草
刈
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑥ 

運
転
業
務
会
員
で
対
象
と
な
る
会
員
に
、

適
性
診
断
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の

会
員
を
対
象
と
し
て
「
運
転
時
認
知
障

■
安
全
委
員
会

　

 

害
早
期
発
見
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
30
」
を

配
布
し
、
セ
ル
フ
チ
エ
ッ
ク
を
実
施
し

ま
す
。

⑦ 

他
の
専
門
委
員
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

「
健
康
・
安
全
・
就
業
」
に
関
す
る
講
演

会
や
、
就
業
別
の
研
修
会
に
つ
い
て
検

討
し
開
催
し
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

【
令
和
８
年
度
】

●
第
１
回
理
事
会
（
４
月
28
日
㈫
）

 
・
令
和
７
年
度　
事
業
報
告
に
つ
い
て

 
・
令
和
７
年
度　
収
支
補
正
予
算
の
修
正
に
つ
い
て

 
・
令
和
７
年
度　
決
算
報
告
に
つ
い
て

 
・「
表
彰
規
程
」「
表
彰
規
程
取
扱
内
規
」
に
基
づ

く
表
彰
者
の
承
認
に
つ
い
て

 
・
令
和
８
年
度 

定
時
総
会
議
案
書
に
つ
い
て

●
第
２
回
理
事
会
（
５
月
18
日
㈪
）

 
・
事
業
等
の
実
施
状
況
報
告
（
４
月
）
に
つ
い
て

 
・
入
会
者
の
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

 
・
各
委
員
長
（
会
員
互
助
会
会
長
）
の
活
動
報
告

に
つ
い
て

 
・
令
和
８
年
度 

定
時
総
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
役

割
分
担
に
つ
い
て

●
第
3
回
理
事
会
（
５
月
29
日
㈮
定
時
総
会
終
了
後
）

 
・ 

役
員
改
選
に
伴
う
「
理
事
長
」「
副
理
事
長
」「
専

務
理
事
」
の
選
任
に
つ
い
て

 
・「
互
助
会
担
当
理
事
」
の
承
認
に
つ
い
て
（
承
認

後
理
事
長
が
指
名
）

 
・「
専
門
委
員
会
の
正
副
委
員
長
」
の
承
認
に
つ
い

て
（
承
認
後
理
事
長
が
指
名
）

●
第
4
回
理
事
会
（
6
月
12
日
㈮
）

 
・
事
業
等
の
実
施
状
況
報
告
（
４
月
）
に
つ
い
て

 
・
入
会
者
の
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

 
・
各
委
員
長
（
会
員
互
助
会
会
長
）
の
活
動
報
告

に
つ
い
て

 
・
会
員
か
ら
専
門
委
員
へ
の
承
認
に
つ
い
て
（
承

認
後
理
事
長
が
委
嘱
）

 
・
理
事
の
所
属
す
る
専
門
委
員
会
へ
の
承
認
に
つ

い
て
（
承
認
後
理
事
長
が
委
嘱
）

 
・「
相
談
役
」
の
選
任
に
つ
い
て
（
承
認
後
理
事
長

が
委
嘱
）

定時総会実行委員の皆さんお疲れ様でした。

委
員
長 

茅
野 

岩
井　
一
彦

副
委
員
長 
富
士
見 

小
林　
治
樹

委
員 

茅
野 

両
角　
直
一

委
員 

富
士
見 

矢
沢　
信
次

委
員 

原 

平
林　
佑
一

委
員 

原 

遊
佐　
年
雄

■
広
報
委
員
会　

委
員
長 

富
士
見 

森
山　
好
一

副
委
員
長 
茅
野 

田
中
さ
よ
子

委
員 

茅
野 

加
藤　
房
子

委
員 

富
士
見 

服
部　
久
志

委
員 

原 

花
岡　
英
孝

■
会
員
互
助
会

理
事 

茅
野 

古
畑　
慶
子

理
事 

茅
野 

波
間　
　
登

■
監
事

監
事 

茅
野 

佐
藤　
　
斉

外
部
監
事 
茅
野

（
牛
山
会
計
事
務
所
） 

牛
山　
浩
一

に
団
体
企
業
向
け
の
P
R
配
布

物
を
各
委
員
会
と
連
携
し
て
実

施
し
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
事
業
内
容
や
活
動
を
会
報「
八

ヶ
岳
の
風
」に
よ
り
関
係
機
関
へ
発
信
す
る
事

や
会
員
の
皆
さ
ん
へ
適
切
な
情
報
の
発
信
や
会

員
の
活
動
を
か
わ
ら
版「
八
ヶ
岳
さ
ん
ろ
く
便

り
」に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

⑴
会
報「
八
ヶ
岳
の
風
」第
７６
号
の
発
行
を
し

ま
す
。

⑵
か
わ
ら
版「
八
ヶ
岳
さ
ん
ろ
く

便
り
」を
適
時
に
発
行
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
講
習
会
・

研
修
会・健
康
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
会
員
互
助
会
活
動
等
の
お

知
ら
せ
を
し
ま
す
。

⑶
新
入
会
員
の
拡
大（
特
に
女

性
会
員
の
拡
大
）と
就
業
先

の
拡
大
に
向
け
シ
ル
バ
ー
月

間
に
啓
発
配
布
活
動
な
ら
び
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刈
払
機
講
習

高齢者活躍人材確保育成事業

庭
木
剪
定
講
習

　

刈
払
機
作
業
の
安
全
を
確
保

し
作
業
者
の
振
動
障
害
を
防
止

す
る「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に

対
す
る
安
全
衛
生
教
育
実
施
要

領
」に
基
づ
い
た
刈
払
機
講
習

を
、草
刈
作
業
中
の
飛
び
石
事

故
防
止
を
目
的
に
昨
年
に
引
き

続
き
開
催
し
ま
し
た
。よ
り
多

く
の
会
員
・
新
規
入
会
希
望
者

に
受
講
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
年
度
は
岡
谷
下
諏
訪
地
域
・

諏
訪
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、開
催
日
と
会

場
を
変
え
た
合
同
形
式
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

５
月
20
日
ゆ
い
わ
ー
く
茅
野

で
開
催
し
た
講
習
で
は
、諏
訪
市

か
ら
の
申
込
者
も
含
め
41
名
が

6
時
間
の
講
習
を
受
講
し
、全

員
に「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安

全
衛
生
教
育
修
了
証
」が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、林
業・木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会
長
野
県
支

部
講
師
の
巾
下
正
一
氏
か
ら
過

去
に
起
き
た
事
故
の
事
例
が
い

く
つ
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、講

習
日
前
日
の
5
月
19
日
久
留
米

市
で
発
生
し
た
山
火
事
に
つ
い

て
は「
草
刈
機
か
ら
草
に
火
が
つ

い
た
と
通
報
が
有
り
、草
刈
機
が

原
因
で
出
火
し
た
」と
い
う
説

明
が
有
り
、草
刈
作
業
も
大
き

な
事
故
や
災
害
に
つ
な
が
る
事

を
実
感
し
、
気
持
ち
を
引
き
締

め
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「
自
己
流
で
や
っ
て
き
た
が
大
変

勉
強
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
草
刈

作
業
に
い
か
し
た
い
」
「
安
全
作

業
に
努
め
た
い
」
な
ど
、
安
全
就

業
に
対
し
て
積
極
的
な
感
想
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
午
前
の
座
学
で
は
、
剪

定
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
安
全

就
業
に
繋
が
る
現
場
で
の
打
合

せ
、
整
理
整
頓
、
保
護
具
、
不

安
全
行
動
の
禁
止
に
つ
い
て
講

義
を
受
け
ま
し
た
。
午
後
は
ア

カ
マ
ツ
の
「
み
ど
り
摘
み
」
と
、

刈
込
バ
サ
ミ
を
使
っ
た
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
の
剪
定
を
行
い
ま
し

た
。
　

二
日
目
は
野
外
音
楽
堂
周

辺
の
垣
根
の
刈
込
を
行
い
、

刈
っ
た
枝
葉
が
後
で
変
色
し

仕
上
が
り
に
影
響
す
る
の
で

す
ぐ
に
刈
っ
た
枝
葉
を
刈
込

バ
サ
ミ
の
柄
で
払
う
、
な
ど

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
午
前
中
は
ツ
ツ
ジ
と

糸
ヒ
バ
の
剪
定
を
行
い
、
午
後

は
雨
天
に
な
っ
た
た
め
剪
定
作

業
に
必
要
な
「
も
や
い
結
び
」

を
教
わ
り
ま
し
た
。
利
き
手
に

よ
っ
て
輪
を
作
っ
た
り
紐
を
通

し
た
り
す
る
向
き
が
変
わ
る
そ

う
で
、
自
分
ひ
と
り
で
結
べ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
に
１
時
間
ほ

ど
か
か
り
ま
し
た
。

　

講
師
が
受
講
用
テ
キ
ス
ト
の

「
令
和
6
年
度
造
園
業
等
死
亡

災
害
の
事
例
」
に
つ
い
て
、

2
3
件
の
死
亡
災
害
の
う
ち
7

件
が
梯
子
に
起
因
す
る
墜
落
・

転
落
事
故
で
有
る
事
に
着
目

し
、
梯
子
の
設
置
場
所
と
設
置

方
法
、
梯
子
で
作
業
中
に
バ
ラ

ン
ス
を
崩
さ
な
い
体
勢
の
取
り

方
に
つ
い
て
講
習
中
に
何
回
も

説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
剪
定
作
業
前
に
は
必

ず
講
師
の
指
導
で
作
業
中
の
ケ

ガ
の
予
防
の
た
め
に
ス
ト
レ
ッ

チ
運
動
を
行
い
、
三
日
間
の
講

習
期
間
中
ひ
と
り
の
ケ
ガ
や
故

障
者
も
無
く
、
受
講
者
全
員
が

最
終
日
に
「
庭
木
剪
定
講
習
修

了
証
」
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

● 入会説明会日程● 入会説明会日程 ご
近
所
・
お
知
り
合
い
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

毎月第3水曜日 午後２時より

※入会希望の方は、茅野・原・富士見の各事務所にお電話で予約をしてください。

 12月16日 富士見事務所
  １月20日 茅野本所
  ２月17日 茅野本所
  ３月17日 富士見事務所

 ８月19日 茅野本所
 ９月16日 富士見事務所
10月21日 茅野本所
11月18日 茅野本所

　
今
年
で
５
回
目
に
な
る
庭
木

剪
定
講
習
は
、
6
月
23
日
〜
25

日
の
3
日
間
茅
野
市
運
動
公
園

内
で
開
催
、
９
名
が
受
講
し
ま

し
た
。
日
本
造
園
組
合
連
合
会

長
野
県
支
部
諏
訪
分
会
か
ら
毎

日
３
名
の
講
師
に
来
て
い
た
だ

き
、
３
つ
の
班
に
分
か
れ
細
か

い
部
分
ま
で
丁
寧
に
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
大
募
集
中
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子供 成人 高齢者

暑い季節!! 熱中症に注意!!
熱中症患者のおよそ半数は65歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや水分不足に
対する感覚機能や、からだの調整機能も低下しているので、注意が必要です。

体内の水分量
（輸液栄養ハンドブック抜粋）

■その他
■水分量

1 高齢者は特に注意が必要です！
 体内の水分が不足しがちです。高齢者は若年者よりも体内の水分量が少ない上、
 体の老廃物を排出する際にたくさんの尿を必要とします。

2 暑さに対する感覚機能が低下しています
 加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が鈍くなります。

3 暑さに対する体の調節機能が低下します
 高齢者は体に熱がたまりやすく、暑い時には若年者よりも循環器系への負担が
 大きくなります。
 ※心臓や腎臓の悪い方や持病をお持ちの方は、かかりつけの医師にご相談下さい。

塩バナナは、バナナのカリウムと塩のナトリウムを同時に補給できるため、
熱中症予防や脱水対策に有効な理由

塩バナナは、バナナに塩を少量ふりかけるだけのシンプルな方法ですが、以下の理由で熱中症対策に適しています。

・食べる直前に塩をふる …… 時間が経つとバナナから水分が出てドロッとするため、食べる 
直前に塩をかけるのが理想です。

・塩の量は控えめに ………… ほんのり塩味を感じる程度で十分で、過剰摂取は避けます。
・アレンジ例 ………………… ヨーグルトに混ぜる、冷凍して「冷凍塩バナナ」として食べると、

体の中からクールダウンでき、さらに美味しく摂取できます。

食べ方のポイント

・暑い日の外出や通勤前
・草刈り作業、草取り作業、剪定作業の前後
・夜中に足がつる方の補助的摂取

効果的な食べ方

さらに 気をつけるべきポイント
のどが渇いていなくても こまめに水分・塩分を補給 しましょう

●1時間ごとにコップ1杯
●入浴前後や起床後もまず水分・塩分補給を
※水分や塩分の摂取量はかかりつけ医の指示に従いましょう。

1日あたり

. を
目安に

コップ約6杯

夏の熱中症対策に塩バナナ効果がすごい夏の熱中症対策に塩バナナ効果がすごい

●ナトリウム補給 汗とともに失われるナトリウムを塩で補うことで、低ナトリウム血症や脱水症状を防ぎます。
●カリウム補給 バナナには1本あたり約360mgのカリウムが含まれ、筋肉のけいれんや足のつりを予防します。
●エネルギー補給 バナナに含まれるブドウ糖、果糖、ショ糖、でんぷんが素早くエネルギーに変わり、運動や暑さ

で消耗した体力を効率的に回復できます。
●ミネラル補給 天然塩（例：ヒマラヤ岩塩）を使うと、ナトリウム以外のミネラルも同時に補給でき、体内の電

解質バランスを整えやすくなります。

塩バナナは、手軽に作れて科学的根拠もある熱中症対策として
注目されており、特に汗を多くかく夏場や作業時におすすめです。

お子さんのおやつに「冷凍塩バナナ」
バナナに岩塩を振って割りばしなど
を刺して冷凍庫へ入れる。
シャリシャリした食感と甘じょっぱ
さでアイス代わりで美味しいです。
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熱中症
対策!!
熱中症
対策!!

出典：梅研本舗



飛び石注意！飛び石注意！飛び石注意！

ガン！ガン！ガン！

外作業での注意事項‼

「刈払機作業の安全啓発動画」→

草刈り作業時は、
作業前の周囲の安全確認を
確認してから作業を行う。ヨシ

剪定草取り作業時は、
作業前に周囲にハチの巣があるか
確認しよう。ヨシ

草刈り・剪定作業は
保護帽(ヘルメット）は

必ず着用する

緊急時の通報先

・茅野市役所：農林課 0266-72-2101
・富士見町役場：産業課 0266-62-9222
・原村役場：農林課 0266-79-7932
・警察署 （緊急時は110 番）

7　会報シルバー茅野広域  第76号　　　

熊の出没は全県的に増加しており、生活圏や農作業時草刈時の安全確保が重要です。
クマに注意!

出典：長野県、茅野市、富士見町、原村HP

　熊を見つけたら背を向けず、落ち着いてゆっくり後退する。
　逃げたり大声を出したりせず、熊の動きを観察する。
　子熊の近くには必ず母熊がいるため、絶対に近寄らない。
　市街地で目撃した場合は、最寄りの警察や市町村に通報する。

遭遇時の対応

YouTube：長野県HP
クマの注意喚起

YouTube：長野県HP
クマに出くわしてしまったら

あいおいニッセイ同和損保制作
㈱全福サービスHP

通報時には、
日時・場所・個体の特徴・
行動状況を正確に伝える。
SNSでの拡散は避けること。



　

数
ヶ
月
前
に
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖

に
よ
り
日
本
経
済
が
大
き
く
変
化
を

迎
え
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
も
６
月

よ
り
役
員
の
交
代
が
あ
り
変
化
を
迎

え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
互
助
会

主
催
日
帰
り
旅
行
で
池
の
平
ホ
テ
ル

様
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
頃
会
え
な

い
会
員
同
士
や
、
新
旧
役
員
の
交
流

も
生
ま
れ
笑
顔
が
絶
え
ず
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
（
参
加
32
名
）

　

変
化
を
し
て
い
く
中
で
、
ま
だ
ま

だ
皆
さ
ん
元
気
だ
と
確
信
し
ま
し
た

の
で
、
お
仕
事
の
他
に
も
、
息
抜
き

を
し
て
健
康
に
留
意
し
頑
張
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

又
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

（
笹
岡　
明
彦
）

編
集
後
記

高齢者の防災ワンポイントアドバイス

災害時の避難行動には３つの選択肢があります。

ご自分の自宅の耐震状態や地域のハザード
マップ、周囲の防災マップを確認したうえ
で、各避難行動を事前（マイタイムライン）に考
えておく。
マイタイムラインに従って日頃から自主避難訓練
を行ってください。

自宅が安全な場合に、家にとどまっ
て避難生活をすることです。避難所
に行かないことではなく、「安全な
場所で災害をやり過ごす避難方法」
の一つです。
在宅避難の条件は
　1. 建物は安全か　
　2. 立地に災害リスクはあるか　
　3. ライフラインは保てるか　
　4. 家族の体調と支援は保てるか

2026.6.30現在

男性
397人

148人
女性

茅野
358人
66%

富士見
119人
22%

原
68人
12%

ポイント制度についてお知らせ
　令和６年から始まりましたポイント制度が、令和８年
３月31日に1回目の集計日を迎え、84人の方が100ポ
イントを達成して、記念品を贈呈しました。4月1日に
ポイントは一旦リセットされ、新たに２年間の集計期間
が始まりました。新入会員紹介、センター行事へ積極的
に参加いただき、100ポイント獲得を目指しましょう‼

在宅避難 (自宅で避難)

地震、大雨、土砂災害などの危険から
一時的に逃げる場所「安全地帯」
一時避難場所：近所や地区で一時待機用の避難場所
広域避難場所：多くの人が来られる避難場所
指定緊急避難場所：自治体で決められた避難場所

避難場所 (いったん逃げる場所)
災害で自宅が被災して一時的に生活の拠点と
して避難者が「一定期間滞在できる場所」
指定避難所：自治体で決められた避難場所
福祉避難所：高齢者や障碍者など、
 配慮が必要な方用の避難所

避難所 (避難生活できる場所)

在宅避難と避難場所と避難所

センター会員人数　545人
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